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【方法】2016 年 10 月から 2017 年 3 月までに当院で施行した大腸癌手術
12 例を対象とした。手術標本から厚さ約 10 mm の新鮮組織を採取し、無
固定で 1064nm レーザー光を直接粘膜面に照射した。大腸癌組織 48 ヶ所と






の AmideⅠバンド(1658 cm-1)や CH2 bending(1447 cm-1)といった生体組織
で特有の部位で高いピークを示した。また、癌組織のラマンスペクトル平
均から正常組織のラマンスペクトルの平均を差し引くと 1663 cm-1 (主に




別に関しても検討し感度 85.7%、特異度 83.3%、正診率 85.4%で判別が可
能であった。 
【結語】近赤外励起のラマン分光法が、客観的かつ迅速な大腸癌の非侵襲
的診断法となり得る可能性を示唆できた。一般的に分光器が小型化するこ
とで精度が低下するが、今回用いたハンドヘルド型では良好の結果が得ら
れた。技術の進歩により分光器の小型化が実用化されれば、内視鏡プロー
ブのみならず術中デバイスの開発も期待できる。今後、さらなる症例の蓄
積とスペクトルの解析の改良を行うことで、新しい診断装置として臨床へ
の応用を目指したい。 
